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みなさん、お元気ですか？まだまだ、毎

朝は、とても寒いですね。 

現場で使用した濡れたタオルなどを車の

中に入れておくと、朝方にガチガチに凍っ 

ポリッシャーを回していくと、モカクリームの石目の中に

も繊毛部分が届き、表面の汚れがかなり取れてきます。 

 

洗浄前 

それでも取れない汚れは、

湿布施工をします。以前の浸

透性コートもまだ効いてい

て比較的に乾燥も早いので、

最後に、フッ素タイプのコー

ト剤を選択して、ハケ塗りし

て、防汚効果を高める処理を

施しました。 

ていることが良くあります。ここ数年は、こんなことまでは

無かったので、かなり寒いわけですね。道路の路面も凍結し

ていることが良くあるので、朝早くから運転する人は、特に

注意して下さいね。 

 最近では、長野県や岐阜県、また、東北の出張もよくある

ので、スタッドレスタイヤを履いているのですが、トランク

にはチェーンも積んでいる堀内貢次です。 2年前に、箱根

で大雪に見舞われ、スタッドレスでは峠越えが出来なかった

苦い経験があるので、つい用心深くなっています。 

「近所の道の駅「とよとみ」は、野菜の宝庫」 

自宅近くの道の駅、「とよとみ」で定期的に買っている野

菜は、とても安くて、朝採りなのがいいですね。午前中には、 
 

メラミン付パットでポリシャ―洗浄 

 

洗浄施工後フッ素コート塗布  

ほとんどが売れてしまうので、休み

の日には、朝早くから買い出しに行

っています。この道の駅「とよとみ」

は、直売所甲子園で、2009 年にグラ

ンプリを取ったことがあるせいか、

他県から、観光バスが停まるほどに 
 

「落書き除去テスト」 

あるオフィスビルの外壁が、ラッカ―スプレーで、落書

きをされてしまい、何社かに除去テストの依頼が来まし

た。今回の場合、黒色で、湿布のシミ抜工法では、抜けき

らないことが、過去の経験上分かっていたので、乾燥の早

い剥離剤で処理していきます。黒色が石目に入らない様に

キレイな液を取り替えながら処理するのがコツです。 なっていて、いつも混んでいる状態です。私の取引先の方も、

東京から長野県の実家に帰る途中に、ここにより買い出しを

していると言うくらい、有名な状態になっています。最近は、

たくさんのイチゴが並んでいますよ。 

「モカクリームの洗浄」 

今月の石材メンテナンスは、ある個人邸のリビングに敷い

てあるモカクリームの洗浄とコート施工からです。元々は、

浸透性のコート剤が塗布してあるようですが、経年変化で汚

れがかなり付着してしまっています。 これくらい汚れてく

ると、一般的な表面洗浄では、汚れが取れにくいので、メラ

ミンスポンジタイプのパットをポリッシャーに取りつけて洗

浄していきます。 

始めに、アルカリ洗剤を濃い目に塗布して、数分放置し、

汚れを浮かせます。 それから、メラミンタイプのパットで 

  

（編集後記）昨年の１２月には、忘年会が全く出来なかっ

たので、今年の１月末くらいから２月にかけて、新年会を

行っています。1年に一回しか合わない方もいるので、不

義理した分を只今挽回中です。お陰で少し胃痛気味です 
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